
子実体は中型から大型。傘の表面は粘性が強く、周辺部には放射状の溝線がある。傘の色は帯紫赤褐色
から茶褐色。柄は太く白色で上部にクモの巣状のつばをつける。秋に石灰岩地帯等アルカリ性土壌の広葉
樹林内に多数群生し、しばしば菌輪をつくる。

アルカリ性土壌に発生。

発生地の保全。

注

写真提供：浅見哲也

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、たつの市、養父市

■ 国内分布

長野県、兵庫県、他

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

フウセンタケ科

兵庫県ランク…ムレオオフウセンタケ
環境省ランク… －Cortinarius  praestans  (Cord.) Gill.


